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Summary
　　Astudy　was　made　of　1435　crowns　which　had　been　fabricated　for　patients　at　the
Prosthodontic　Clinic　of　Matsumoto　Dental　College　during　1984．
本論文の要旨は第21回松本歯科大学学会（例会）（昭和60年11月16日）において発表された．（1986年11月8日受理）
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　　Some　of　the　results　were　as　fo110ws：
　　1）42．99％of　the　patients　were　males　and　57．0％were　females．
　　2）87．85％of　the　patients　were　between　20　and　59　years　old．
　　3）Crowns　of　the　upper　abutment　teeth　were　more　abutment　than　for　the　lower
abutment　teeth．
　　4）82．86％of　the　crowns　were　fabricated　for　non・vital　teeth．
　　5）57．85％of　the　crowns　were　fabricated　as　full　cast　crowns，23．90％as　facing　crowns
（20．56％as　porcelain　fused　to　metal　crowns，3．34％as　resin　faced　crowns），8．50％as　jacket
crowns（resin　jacket　crowns　were　all　of　them），6．69％as　partial　coverage　crowns　and　2．16％
as　dowel　crowns．
緒 言
　各種補綴物の製作ならびに装着状況についての
統計的観察は，従来より種々の調査，報告がなさ
れている1－－31）．それらから，補綴物の種類や製作頻
度等が補綴法，材料，器械，製作技術の発達，お
よび調査された年代，地域，社会環境の相違によ
りいろいろの影響を受けていることがわかる．
　そこで，私達の講座でも松本歯科大学病院補綴
診療科における冠・架工義歯補綴物の装着頻度の
推移を知り，その時々における臨床の実態を把握
するため，一連の経年的調査を行なってきた1”’4）．
今回は昭和59年1月から同年12月までの1か年間
について本大学病院補綴診療科で作製，装着され
た単独冠を中心に調査し，同時に昭和58年の調査
報告4｝と比較，検討した．
調査方法と項目
　松本歯科大学病院補綴診療科における昭和59年
1月より同年12月に至る1か年間の外来患者642
名および作製，装着された単独冠1435個について，
病院歯科診療録，補綴科院内カルテ，材料センター
材料支給伝票等を資料とし，必要項目について
マークカード（外国文献社）に転記後，分類集計
器・パスキーmA（日本信号株式会社製）を用い，
以下の各項目を調査した．
A．患者総数と地域別患者数
　単独冠および架工義歯を施した患者の住所を塩
尻市内，これを除く長野県内および長野県外とに
区別し，その数を調査した．
B．性別および年齢階級別患者数
　患者の年齢を20歳未満，20歳代，30歳代，40歳
代，50歳代，60歳代，70歳代および80歳以上の8
階級に分け調査した．
C．単独冠および架工義歯の装着総数
　装着物を単独冠および架工義歯に分け，その総
数を調べた．
D．単独冠について
　1．年齢階級別装着頻度
　　患者の年齢を前記B項に準じて区別し，各年
　齢階級の装着頻度を調べた．
　2．性別装着頻度
　3．部位別装着頻度
　　装着部位を上，下顎および前歯部，小臼歯部，
　大臼歯部の各歯群に分け調査するとともに，年
　齢階級別装着頻度との関係を調査した．
　4．支台歯の生・失活歯別装着頻度
　　支台歯を生・失活歯別に分類して装着頻度を
　調査するとともに，年齢階級別および部位別装
　着頻度との関係を調べた．
　5．種類別装着頻度
　　支台装置の種類を全部鋳造冠，一部被覆冠，
　前装冠（既製陶歯前装冠，陶材溶着鋳造冠，レ
　ジン前装冠の3種），ジャケット冠（陶材および
　レジンジャケット冠の2種）およびアタッチド
　タイプポストクラウン（以下継続歯と略す）に
　分類して，それらの装着頻度を調査するととも
　に年齢階級別，性別および部位別装着頻度との
　関係を調べた．
　6．支台築造体について
　　支台築造体をキャストコアー，レジンコァー，
　アマルガムコアー，セメントコアーに分類して，
　その築造頻度を調べると同時に，築造部位およ
　び単独冠の種類別築造頻度との関係を調査し
　た．
調査成績
A．患者総数と地域別患者数
松本歯学　12（3）1986
　表1に示すように単独冠および架工義歯を装着
した患者総数は642名で，その構成について地域別
にみると，松本歯科大学病院所在地である塩尻市
内在住者を除く長野県内の患者は349名，54．36％
で過半数を占め，塩尻市内在住者は284名，44．24％
であった．また，長野県外の患老構成率は9名，
1．40％しかみられなかった．
B．性別および年齢階級別患者数
　表2は性別および年齢階級別患者数と構成率を
示している．性別では女性が366名，57．01％，男
性が276名，42．99％で女性が過半数を占めていた．
年齢階級別においては30歳代が204名，31．78％と
最も多く，以下，20歳代（131名，20．40％），50歳
代（118名，18．38％），40歳代（111名，17．29％）
表1：地域別患者数
地　　　　　　域
患　　者
ｺ和59年
数昭和58年
塩　尻　市　　内 284 355
（44．24） （47．14）
長　　野　　県　　内 349 391
（除・塩尻市内） （54．36） （51．93）
長　　野　県　外 9 7
（1．40） （0．93）
計 642 753
（100．00） （100．00）
（）％
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と続き，これらを合わせると564名となり，85％以
上の構成率を示した．
C．単独冠および架工義歯の装着頻度
　昭和59年1か年間に装着した単独冠は1435個，
架工義歯は351装置であった．
D．単独冠について
　1．年齢階級別装着頻度
　　表3に示すように年齢階級別装着頻度では，
　構成率が最も高かったのが30歳代で444個，
　30．94％をかぞえ，以下，20歳代および50歳代が
　同数で（ともに292個，20．35％），さらに40歳代
　（236個，16．45％）．と続き，これらを合わせる
　と全体の88％以上を占あていた．また，80歳以
　上での装着はみられなかった．
　2．性別装着頻度
　　表7に示すように，女性に装着された単独冠
　の総数は875個，60．98％で男性の560個，39．02％
　を大きく上回っていた．
　3．部位別装着頻度
　　表3に示すように，部位別に装着頻度をみる
　と上，下顎別には上顎が842個，58．68％，下顎
　は593個，41．32％の構成率であった．歯群別に
　みると，上顎で最も高い構成率を占めたのは前
　歯部321個，22．37％で，以下，大臼歯部（265個，
　18．47％），小臼歯部（256個，17．84％）と続き，
　下顎は大臼歯部259個，18．05％，以下，小臼歯
　部（249個，17．35％），前歯部（85個，5．92％）
　の順であった．さらに年齢階級別との関係をみ
表2：性別および年齢階級別患者数
年齢階級
調査年 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 計
性
男
昭59
　　8
i1．25）
　　56
i8．72）
　　71
i11．06）
　　47
i7．32）
　　57
i8．88）
　　35
i5．45）
　　2
i0．31） （
276
S2，99）
昭58
　　7
i0．93）
　　68
i9．03）
　　91
i12．08）
　　65
i8．63）
　　59
i7．84）
　35
i4．65）
　　7
i0．93） （
332
S4．09）
女
昭59
　　11
i1．71）
　　75
i11．68）
　133
i20．72）
　　64
i9．97）
　　61
i9．50）
　19
i2．96）
　　3
i0．47）
　366
i57．01）
昭58
　　16
i2．12）
　　85
i11．29）
　　156
i20．72）
　　83
i11．02）
　　64
i8．50）
　　15
i1．99）
　　2
i0．27） （
421
T5．91）
計
昭59
　19
i2．96）
　131
i20．40）
　204
i31．78）
　　111
i17．29）
　　118
i18．38）
　　54
i8．41）
　　5
i0．78）
　　642
i100．00＞
昭58
　　23
i3．05）
　　153
i20．32）
　247
i32．80）
　　148
i19．65）
　　123
i16．33）
　50
i6．64）
　　9
iL20）
　　753
i100．00）
（）％
昭59：昭和59年
昭58：昭和58年
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　　　　　　　　　　　表3：単独冠の年齢階級別および部位別装着頻度
その1
年代
　　　部位
ｲ査年 坦 幽 旦 百 誠 百 鵠
20歳未満 昭59 （
90．63）
（
40．28）（ 10．07） 　　14
i0．98）
（
10．07）
（
50，35） 　　　6
i0．42）
（
20
P．39）
昭58 （
16
P．Ol） （
30．19）　（ 50．32） 　　24
i1．51）
（
20．13）　（ 12
O．76）
　　14
i0．88）
（
38
Q．40）
20歳代 昭59 （
69
S．81） （
54
R．76）　（
64
S，46）
　　187
i13．03）
（
30．21）
（
34
Q．37）　（
68
S，74）
　　105
i7．32）
（
292
Q0．35）
昭58 （
78
S．92） （
39
Q．46）　（
71
S．48）
　　188
i11．86） （
80．50）
（
25
k58）　（
77
S．86）
　　110
i6．94）
（
298
P8．80）
30歳代 昭59 （
102
V，11） （
75
T．23）（
96
U，69）
　　273
i19．02）
（
90，63）
（
69
S．81）（
93
U．48）
　　171
i11．92）
（
444
R0．94）
昭58 （
105
U．62） （
73
S．61）　（
111
V．00）
　　289
i18．23） （
13
O．82） （
81
T．11）　（
119
V．51）
　　213
i13．44）
（
502
RL67）
40歳代 昭59 （
46
R，21） （
49
R．41）　（
36
Q．51）
　　131
i9．13）
（
14
O．98）
（
44
R．07）　（
47
R，28）
　　105
i7．32）
（
236
P6，45）
昭58 （
58
R．66） （
57
R．60）　（
62
R．91）
　　177
i11．17）
（
19
P、20） （
62
R．91）　（
45
Q．84）
　　126
i7．95）
（
303
P9．12）
50歳代 昭59 （
64
S．46） （
45
R．14）　（
45
R、14）
　　154
i10．73）
（
33
Q．30）
（
72
T．02）　（
33
Q．30）
　　138
i9．62）
（
292
Q0，35）
昭58 （
58
R．66） （
61
R．85）　（
43
Q．71）
　　162
i10．22） （
29
P．83） （
73
S．61）　（
40
Q．52）
　　142
i8、96）
（
304
P9．18）
60歳代 昭59 （
30
Q．09）
（
27
P．88）（
21
P，46）
　　78
i5．44）
（
18
P，25）
（
28
P．95）（
13
O．91）
　　59
i4．11）
（
137
X，55）
昭58 （
24
P．51） （
19
k20）　（
21
P．32）
　　64
i4．04）
（
18
P．14） （
26
P．64）　（
17
P．07）
　　61
i3．85）
（
125
V、89）
70歳代 昭59 （
10，07）
（
20．14）（ 20，14） 　　　5
i0、35）
（
70，49）
（
20，14） 　　　9
i0．63）
（
14
O．98）
昭58 （
50．32）
（
20．13）　（ 30．19） 　　10
i0．63）
（
10．06）
（
10．06）　（ 30、19） 　　　5
i0．32）
（
15
O．95）
80歳以上 昭59
昭58
昭59 （
321
Q2，37）
（
256
P7．84）　（
265
P8．47）
　　842
i58．68）
（
85
T，92） （
249
P7．35）（
259
P8．05）
　　593
i41．32）
　1435
i100．00）
計
昭58 （
344
Q1．70） （
254
P6．03）　（
316
P9．94）
　　914
i57．67） （
88
T．55） （
270
P7．03）　（
313
P9．75）
　　671
i42．33）
　　1585
i100．00）
昭59：昭和59年
（）　％
昭58：昭和58年
表4：単独冠支台歯の生・失活歯別お’よび年齢階級別装着頻度
年齢階級
支台歯調査年
20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 計
の状態
2 61 74 37 32 35 5 246
生活歯
昭59
（0．14）
@　8
（ 4．25）
T0
（ 5，16）
T7
（2．58）
@　26
（2、23）
@　38
（2，44）
@　25
（0．35）
@　3
（
17．14）
Q07
昭58
（0．50） （ 3．15） （ 3．60） （1．64） （2．40） （1．58） （0．19）
（ 13．06）
18 231 370 199 260 102 9 1189
失活歯
昭59
ｺ58
（L25）
@30
i1．89）
（16．10）
@248
i15．65）
（25．78）
@445
i28．08）
（13．87）
@277
i17．48）
（18．12）
@266
i16．78）
（7．11）
P00
i6．31）
（0．63）
@12
i0．76）
（（
82，86）
P378
W6、94）
20 292 444 236 292 137 14 1435
計
昭59
（1．39）
@38
（20．35）
@298
（30．94）
@502
（16．45）
@303
（20．35）
@304
（9．55）
P25
（0．98）
@15
（100．00）
@1585
昭58 　　　　　　●
i2．40） （18．80） （31．67） （19．12） （19．18） （7．89） （0．95） （100．00）
昭59：昭和59年
（）％
昭58：昭和58年
松本歯学　12（3）1986
ると，前歯部では70歳代を除いて，すべての年
齢階級で上顎が下顎を上回っていた．小臼歯部
においても，50歳代と60歳代を除いて上顎が下
顎よりも多かった．大臼歯部では，30歳代，50
歳代，60歳代において上顎が下顎を上回る構成
率であった．
4．支台歯の生・失活歯別装着頻度
　表4，表5は単独冠支台歯の生・失活歯別装
着頻度と年齢階級および部位別の関係を示して
いる．まず，生活歯を支台歯とするものは246歯，
17．14％，失活歯は1189歯，82．86％であった．
次に年齢階級別に生・失活歯の支台歯利用頻度
をみると，すべての階級で失活歯が生活歯を上
回っており，部位別にみても同様に失活歯が生
活歯を上回る成績であった．
5．種類別装着頻度
　表6，7，8は単独冠支台装置の種類別装着
頻度を示している．全部鋳造冠は843個，
58．75％，次に前装冠343個，23．90％，以下，ジャ
ヶット冠122個，8．50％，一部被覆冠96個，
6．69％，継続歯31個，2．16％の構成率を示した．
さらに前装冠について調べると，陶材溶着鋳造
冠が295個，20．56％でレジン前装冠は48個，
3．34％であったが，既製陶歯前装冠はみられな
かった．また，ジャケット冠ではレジンジャケッ
ト冠が122個，8．50％とジャケット冠のすべてを
占め，ポーセレンジャケット冠はみられなかっ
た．次に年齢階級との関係を調べると，70歳代
を除くすべての階級で，全部鋳造冠の構成率が
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最も高かった．また，60歳未満の各階級での装
着頻度は，陶材溶着鋳造冠が全部鋳造冠に次い
だ．60歳代，70歳代ではレジンジャケット冠の
構成率が陶材溶着鋳造冠を上回った．部位別と
支台装置の種類との関係をみると，前歯部は上
顎において陶材溶着鋳造冠が196個，13．66％と
最も高い構成率で，以下，レジンジャケット冠
（83個，5．78％），レジン前装冠（33個，2．30％）
の順であった．下顎では最も多い支台装置は，
レジンジャケット冠で38個，2。65％，以下陶材
溶着鋳造冠（23個，1．60％），レジン前装冠（12
個，0．84％）と続いていた．小臼歯部では，上，
下顎ともに全部鋳造冠が最も多く，次いで陶材
溶着鋳造冠，一部被覆冠と続いていた．大臼歯
部においても全部鋳造冠が上，下顎とも最も多
く，一部被覆冠が次いだ．性別との関係では，
男性および女性ともに構成率が最も高い支台装
置は全部鋳造冠で，次は陶材溶着鋳造冠であっ
た．
　6．支台築造体について
　表9，10は支台築造体について示している．
築造総数1158個の中で1089個，94．04％がキャス
トコァーで，以下レジンコアー36個，3。11％，
セメントコアー22個，1．90％，アマルガムコアー
11個，0．95％と構成率が続いた．部位別にこれ
らをみると，各歯群ともキャストコアーが圧倒
的に高い構成率を占めた．次に表10に示すよう
に築造体を支台装置の種類との関係をみると，
総数1158個の中で全部鋳造冠が733個，63．30％
表5：単独冠支台歯の生・失活歯別および部位別装着頻度
部　位
　　　　調
芬普@査 工 幽 8－66－8 旦 蕎 誠 8－6 6－8 齋 帯状態 年
生活歯
ｸ活歯
昭59
ｺ58
ｺ59
ｺ58
　　30
i2．09）
@　25
i1、58）
@291
i20．28）
@319
i20．13）
　　54
i3．76）
@　29
iL83）
@202
i14．08）
@225
i14．20）
　　58
i4．04）
@　45
i2．84）
@207
i14．43）
@271
i17．10）
　142
i9．90）
@　99
i6．25）
@700
i48．78）
@815
i51．42）
　　14
i0．98）
@　16
i1．01）
@　71
i4．95）
@　72
i4．54）
　　44
i3．07）
@　51
i3．22）
@205
i14．29）
@219
i13．82）
（（
　　46
R．21）
@　41
@2．59）
@213
i14．84）
@272
i17．16）
　104
i7．25）
@108
i6．81）
@489
i34．08）
@563
i35．52）
　　246
i17．14）
@　207
i13．06）
@1189
i82．86）
@1378
i86．94）
計
昭59
ｺ58
　321
i22．37）
@344
i21．70）
　256
i17．84）
@254
i16．03）
　265
i18．47）
@316
i19．94）
　842
i58．68）
@914
i57．67）
　　85
i5．92）
@　88
i5．55）
　249
i17．35）
@270
i17．03）
　259
i18．05）
@313
i19．75）
　593
i41．32）
@671
i42．33）
　　1435
i100．00）
@　1585
i100．00）
（　）％
昭59：昭和59年
昭58：昭和58年
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　と最も構成率が高く，以下，陶材溶着鋳造冠（265
　個，22．88％），レジンジャケット冠（108個，
　9．33％），レジン前装冠（45個，3．89％），一部
　被覆冠（7個，0．60％）と続いた．
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考 察
　今回の報告は，昭和59年1月から同年12月まで
の1か年間に松本歯科大学病院補綴診療科を訪れ
た外来患者と作製，装着された単独冠について，
患者総数と地域別患者数，性別と年齢階級別患老
　　　　　　　　　　　その1
数などの4項目を調査したものである．以下，今
回の調査成績を総括するとともに，昭和58年の調
査報告4）と比較した．
A．患者総数と地域別患者数について
　患老総数は642名で昭和58年の報告川こ比較し
て，111名，14．74％の減少がみられた．これは塩
尻市あるいは松本市内など，大学病院近隣で新規
に開業した歯科医院が増加したことや，口腔衛生
意識の向上，環境に合った診療機関の選択，大学
病院補綴診療科の特殊性などの要因による．
表6：単独冠の種類別および年齢階級別装着頻度
年齢
種　　　調
@　　　　　　　　　　　　査
階級
20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 計
類 年
全部鋳造冠 昭59 8 144 272 156 175 82 6 843
（0．56） （10．03） （18．95） （10．87） （12．20） （5．71） （0．42） （58．75）
昭58 20 171 356 199 207 81 9 1043
（1．26） （10．79） （22．46） （12．56） （13．06） （5．11） （0．57） （65．80）
前装冠 昭59 9 95 116 46 68 9 343
（0．63） （6．62） （8．08） （3．21） （4．74） （0．63） （23．90）
昭58 9 94 100 60 36 16 315
（0．57） （5．93） （6．31） （3．79） （2．27） （1．01） （19．87）
既製陶歯前装冠 昭59
昭58
レジン前装冠 昭59 1 3 8 8 25 3 48
（0．07） （0．21） （0．56） （0．56） （1．74） （0．21） （3．34）
昭58 1 15 15 11 4 46
（0．06） （0．95） （0．95） （0．69） （0．25） （2．90）
陶材溶着鋳造冠 昭59 8 92 108 38 43 6 295
（0．56） （6．41） （7．53） （2．65） （3．00） （0．42） （20．56）
昭58 9 93 85 45 25 12 269
（0．57） （5．87） （5．36） （2，84） （1．58） （0．76） （16．97）
ジャケット冠 昭59 1 8 23 18 35 30 7 122
（0．07） （0．56） （1．60） （1．25） （2．44） （2．09） （0．49） （8．50）
昭58 8 16 29 36 42 18 6 155
（0．50） （1．01） （1．83） （2．27） （2．65） （1．14） （0．38） （9．78）
レジン 昭59 1 8 23 18 35 30 7 122
ジャケット冠 （0．07） （0．56） （1．60） （1．25） （2．44） （2．09） （0．49） （8．50）
昭58 8 16 29 36 42 18 6 155
（0．50） （1．01） （1．83） （2．27） （2．65） （1．14） （0．38） （9．78）
ポーセレン 昭59
ジャケット冠
昭58
継続歯 昭59 1 1 11 4 7 6 1 31
（0．07） （0．07） （0．77） （0．28） （0．49） （0．42） （0．07） （2．16）
昭58 1 2 1 1 5
（0．06） （0．13） （0．06） （0．06） （0．32）
一部被覆冠 昭59 1 44 22 12 7 10 96
（0．07） （3．07） （L53） （0．84） （0．49） （0．70） （6．69）
昭58 15 16 8 18 10 67
（0．95） （1．01） （0．50） （1．14） （0．63） （4．23）
昭59 20 292 444 236 292 137 14 1435
計 （1．39）
（20．35） （30．94） （16．45） （20．35） （9．55） （0．98） （100．00）
昭58 38 298 502 303 304 125 15 1585
（2．40） （18．80） （31．67） （19．12） （19．18） （7．89） （0．95） （100．00）
（）％
昭59：昭和59年
昭58：昭和58年
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表7：単独冠の種類別および性別装着頻度
性 別
種　　　　　　　調
@　　　　　　　　査
男 女 計
類 年
全部鋳造冠 昭59 342 501 843
（23．83） （34．91） （58．75）
昭58 428 615 1043
（27．00） （38．80） （65．80）
前装冠 昭59 90 253 343
（6．27） （17．63） （23．90）
昭58 109 206 315
（6．88） （13．00） （19．87）
既製陶歯前装冠 昭59
昭58
レジン前装冠 昭59 9 39 48
（0．63） （2．72） （3，34）
昭58 17 29 46
（1．07） （1．83） （2．90）
陶材溶着鋳造冠 昭59 81 214 295
（5．64） （14．91） （20．56）
昭58 92 177 269
（5．80） （11．17） （16．97）
ジャケット冠 昭59 54 68 122
（3．76） （4．74） （8．50）
昭58 77 78 155
（4．86） （4．92） （9．78）
レジンジャケット冠 昭59 54 68 122
（3．76） （4．74） （8．50）
昭58 77 78 155
（4、86） （4．92） （9．78）
ポーセレン 昭59
ジャケット冠 昭58
継続歯 昭59 19 12 31
（1．32） （0．84） （2．16）
昭58 1 4 5
（0．06） （0．25） （0．32）
一部被覆冠 昭59 55 41 96
（3．83） （2．86） （6．69）
昭58 37 30 67
（2．33） （1．89） （4，23）
昭59 560 875 1435
計
（39．02） （60．98） （100．00）
昭58 652 933 1585
（41．14） （58．86） （100．00）
（）％
昭59：昭和59年
昭58：昭和58年
　次に地域別患者数の構成では昭和58年4）と大き
な変化はみられなかったが，これは塩尻市および
長野県内の人口に大きな変化がみられなかったこ
となどが考えられる．
B．性別および年齢階級別患者数について
　男女比については，その差が広がっていたが，
女性が男性を上回る構成率であったのは他の報
告2””4）と同様であり，昭和56年歯科疾患実態調査報
告32）からもうかがえるように踊蝕罹患性の差や，
女性のほうが比較的自由な時間を得やすい環境を
持つ者が多いためだと考えられる．また男女比の
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広がりは患者構成が地域の都市化にともない，都
市近郊型に近づいてきていることを示している．
　年齢構成では20歳代から50歳代までの患者構成
率が80％以上を占めたが，これは昭和58年の報
告4）と同様であり，他の報告でも同様の傾向を示
している2・3）．これは冠・架工義歯補綴の対象年齢
が主として20歳代から50歳代であることを示して
いる．
　単独冠および架工義歯の装着数では単独冠で
150個，約10％の減少がみられたが，これは患者数
の減少率，14．74％に近い数値といえる．
　架工義歯については21装置，6％弱の減少で
あった．
C．単独冠について
　年齢階級別装着頻度では20歳代から50歳代まで
の装着数が全体に対して占める割合は，昭和58年
の報告4洞様約90％であったが，他にも同様の報
告2“’1‘｝があり，これは厚生省の調査報告32）でも金
属冠の年齢別処置歯数において傾向を同じくして
おり，この年齢階級に歯冠補綴が集中しているこ
とを示している．
　性別装着頻度では昭和58年の報告4）に比較して
その差は広がってきているが，これは性別患者数
についてと同様，踊蝕罹患性の差や都市近郊型患
者構成によるものと思われる．これは他大学の報
告5’－19）でも同様の傾向を示している．
　部位別装着頻度では昭和58年の報告4伺様，上，
下顎別では上顎が下顎を上回り，歯群別では上顎
前歯部の構成率が最も高く，下顎前歯部が最も低
い構成率であったが，これは従来より多くの報
告3～1°）がされている鶴蝕罹患性の差によると思わ
れる．
　支台歯の生・失活歯別装着頻度では，失活歯の
利用率が生活歯の利用率を4倍以上も上回ってい
たが，昭和58年の報告）の傾向と大きな差はみら
れず，他の報告1”’3’5”S・11－－13）と同様の傾向を示した．
これは歯内療法の進歩及び可及的歯牙保存の治療
方針の浸透により，実質欠損の大きな歯牙に対し
て歯冠補綴がなされていることを示している．
　支台装置の種類別装着頻度については，昭和58
年の報告4）と比較して全部鋳造冠とレジンジャ
ケット冠が減少し，陶材溶着鋳造冠と一部被覆冠，
継続歯が増加したが，残存歯質を極力保存し，審
美的要求と耐久性を重んじる最近の傾向のあらわ
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表8：単独冠の種類別および部位別装着頻度
部
種　　　調 位
3十3 54145 8－616－8 8十8 3十3 54154 8十8 8十88－616－8
査 8十8
類 年
全部鋳造冠 昭59 181 234 415 203 225 428 843
（12．61） （16．31） （28．92） （14．15） （15．68） （29．83） （58．75）
昭58 206 299 505 242 296 538 1043
（13．00） （18．86） （31．86） （15．27） （18．68） （33．94） （65．80）
前装冠 昭59 229 45 2 276 35 25 7 67 343
（15．96） （3．14） （0．14） （19．23）
（ 2．44） （1．74） （0．49） （4．67） （23．90）
昭58 214 35 5 254 40 19 2 61 315
（13．50） （2．21） （0．32） （16．03） （ 2．52） （1．20） （0．13） （3．85） （19．87）
既製陶歯前装冠 昭59
昭58
レジン前装冠 昭59 33 3 36 12 12 48
（2．30） （0．21） （2．51） （ 0．84） （0．84） （3．34）
昭58 31 1 32 14 14 46
（1．96） （0．06） （2．02） （ 0、88） （0．88） （2．90）
陶材溶着鋳造冠 昭59 196 42「 2 240 23 25 7 55 295
（13．66） （2．93） （0．14） （16．72）
（ 1．60） （1．74） （0．49） （3．83） （20．56）
昭58 183 34 5 222 26 19 2 47 269
（11．55） （2．15） （0、32） （14．Ol） （ 1．64） （1．20） （0．13） （2．97） （16．97）
ジャケット冠 昭59 83 83 38 1 39 122
（5．78） （5．78）
（ 2，65） （0．G7） （2．72） （8．50）
昭58 ll6 116 39 39 155
（7、32） （7、32） （ 2．46） （2．46） （9．78）
レジン 昭59 83 83 38 1 39 122
ジャケット冠 （5．78） （5．78）
（ 2．65） （0．07） （2．72） （8．50）
昭58 116 116 39 39 155
（7．32） （7．32） （ 2．46） （2．46） （9．78）
ポーセレン
ジャケット冠
昭58
継続歯 昭59 9 5 2 16 8 5 2 15 31
（0．63） （0．35） （0．14） （1．11） （ 0．56） （0．35） （0．14） （1．05） （2．16）
昭58 1 1 1 1 2 4 5
（0．06） （0．06） （ 0．06） （0．06） （0．13） （0．25） （0．32）
一部被覆冠 昭59 25 27 52 4 15 25 44 96
（1．74） （1．88） （3．62） （ 0，28） （1．05） （1．74） （3．07） （6．69）
昭58 13 13 12 38 8 8 13 29 67
（0．82） （0．82） （0．76） （2．40） （ 0．50） （0．50） （0．82） （1．83） （4．23）
昭59 321 256 265 842 85 249 259 593 1435
計
（22．37） （17．84） （18．47） （58．68） （ 5，92） （17．35） （18．05） （41．32） （100．00）
昭58 344 254 316 914 88 270 313 671 1585
（21．70） （16．03） （19、94） （57．67） （ 5．55） （17．03） （19．75） （42．33） （100。00）
（）％
昭59：昭和59年
昭58：昭和58年
れと推測できる．
　支台築造体では，昭和58年の報告4｝と同様の傾
向で部位を問わず，キャストコアーの使用頻度が
圧倒的に高く1“’3・12），支台築造の基本となっている
ことを示している．レジンコアーについては，材
料及び術式の進歩にともない，その使用頻度が高
くなっている8）．
結 論
松本歯科大学病院補綴診療科で昭和59年1月か
ら同年12月までの1か年間に来院した患者および
作製，装着された単独冠を中心に調査を行ない，
以下の結果を得た．
1．患者総数は642名で女性が57．01％を占めた．
また，年齢階級別構成率でも20歳代から50歳代ま
でが全体の87．85％を占めた．
2．地域別患者数では，塩尻市内在住者を除く長
野県内の患者が54．36％を占めた．
3．単独冠および架工義歯の装着数は，それぞれ
1435個と351装置を数えた．
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表9：単独冠支台築造体の種類別および部位別築造頻度
種類
　　部位
ｲ査年 旦 幽 旦 再 爾 再 鵠
キャスト
@　　　　　コアー
昭59
　　275
i23．75）
（
184
P5，89） （
188
P6，23）
　　647
i55．87）
　　61
i5．27）
　　185
i15．98）
（
196
P6，93）
　　442
i38．17） （
1089
X4，04）
昭58
　　313
i22．80） （
224
P6．31） （
256
P8．65）
　　793
i57．76）
　　71
i5、17）
　　215
i15．66） （
258
P8．79）
　　544
i39．62）
（
1337
X7．38）
アマルガム
@　　　　　コアー
昭59 （
30．26）
（
10．09） 　　　4
i0．35）
　　　2
i0．17）
（
50．43） 　　　7
i0．60）
（
11
O．95）
昭58 （
60．44） 　　　6
i0．44）
　　　2
i0．15）
（
30．22） 　　　5
i0、36）
（
11
O．80）
レジン
@　　　　コアー
昭59
　　　7
i0．60）
（
70．60）
（
50，43） 　　19
i1．64）
　　　2
i0．17）
　　11
i0．95）
（
40，35） 　　17
i1．47）
（
36
R．11）
昭58
　　　1
i0．07） （
20、15） 　　　3
i0．22） （
60．44） 　　　6
i0．44） （
90．66）
セメント
@　　　　　コアー
昭59 （
30，26）
（
11
O．95）
　　14
i1．21）
　　　2
i0．17）
（
60，52） 　　　8
i0．69）
（
22
k90）
昭58
　　　4
i0．29）
（
10．07）
（
70．51） 　　12
i0．87）
　　　1
i0．07） （
30．22） 　　　4
i0．29） （
16
P．17）
計
昭59
　　282
i24．35） （
197
P7．01） （
205
P7．70）
　　684
i59．07）
　　63
i5．44）
　　200
i17．27）
（
211
P8，22）
　　474
i40．93）
　1158
i100．00）
昭58
　　318
i23．16） （
225
P6．39） （
271
P9．74）
　　814
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i15．88） （
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昭59：昭和59年
昭58：昭和58年
第10’単独冠支台築造体の種類別および単独冠の種類別築造頻度
単独冠 全 ⊥別 ジ レジ ポジ 継 一
　　　　　　調査年
z造体
装冠
既製前陶装歯冠
レ　●　エ
V則
淘賦
･
陶材鋳溶造着冠 膓ζ冠 ジャ
塔P
@　ζ冠
1　ヤ
Zケ
戟@ッ
塔g
@冠
続歯
部被覆冠
計
キャスト
昭59
681
i58．81）
　299
i25．82） （
43
R，71）
　256
i22．11）
（
107
X．24）
　107
i9．24） （
　2
O．17）
1089
i94．04）
コアー
昭58
896
i65．26）
　291
i21．19） （
44
R．20）
　247
i17．99）
　　141
i10．27）
　　141
i10．27） （
　9
O、66）
　1337
i97．38）
アマルガム
昭59 （
　8
O，69） （
　　3
O．26） （
　　3
O．26）
　　　11
i0．95）
コアー 昭58 （
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O．73） （
　　1
O．07） （
　　1
O．07）
　　　11
i0．80）
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　　6
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O，17） （
　　4
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（
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　　　1
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　　　　9
i0．66）
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　　2
O．17） （
　　2
O．17） （
　2
O，17）
　　　22
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　　1
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　　1
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　　　1
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　1
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　　　16
i1．17）
計 昭59
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i63．30）
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　265
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（
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X．33）
　　108
i9．33） （
　7
O，60）
　1158
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昭58
927
i67．52） （21
293
D34） （
44
R．20）
　249
i18．14）
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i10．42）
　　143
i10．42） （
10
O，73）
　　1373
i100．00）
（　）％
昭59：昭和59年
昭58：昭和58年
4．単独冠について
イ）年齢階級別装着頻度では30歳代が最も多
　く，20歳代から50歳代までが全体の88．08％を占
　めた．
ロ）支台装置の種類別装着頻度は全部鋳造冠が
大半を占め，次いで陶材溶着鋳造冠であった．
ハ）部位別装着頻度では上顎が下顎を上回り，
歯群別では上顎前歯部が最も多かった．
364　　　　　　大野他：
　二）支台歯の生・失活歯別装着頻度において，
　失活歯が80％以上を占めた．
　ホ）支台築造体の構成は，キャストコアーが
　94．04％を占めた．
5．昭和58年の報告4）との比較では，患者数で111
名，単独冠と架工義歯の装着数では，それぞれ150
個と21装置の減少がみられた．年齢構成は20歳代
から50歳代までが80％以上を占め，同様の傾向
だった．支台装置の種類別では全部鋳造冠の占め
る割合が低下した．
　支台築造体ではキャストコアーが大半を占める
傾向は同様であるが，レジンコアーの占める構成
率は高くなった．
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